


























































































































































































































































































































































































































































































畏関(1)I 2. r星空はいつもj の旋葎の動きを I 2.楽曲全体の雰囲気を惑じ取らせる。
韓唱法によって把握する。 I
-学習への構えが成立しているか。
-範唱用 CDで「星空はいつもj を範唱用 CDとピアノ伴奏から楽曲 I.自分なりに楽曲全体の雰臣気を特
96 

























・歌詞の意味とE本語の響きを確か I .指導者の朗読を模散しながち歌詞 i・歌詞から描かれている皆景を確認





































まとめ 14.本時のまとめとして ピアノ伴奏 14.本時の学習で自分なりにとらえる

























i 「音楽の学習への構えが成立しているか . ・..・.....・E・.・..・E・2・a・a・z・....・....重量寄
展開(1)I 2. 歌詞の意味とE本語の響き，ふし I2.指導者の範唱とピアノ伴奏をより I2.歌詞の中にみられる呂本語の抑
のまとまりを思い出しながら，歌唱 i どころとさせながら，歌謁の意味と| 揚を生かすだけでなく，さらに，
表現を工夫する。 I 自本語の響き，ふしのまとまりをJ思 i 弱起の旋隼の動きを生かすために，
い出すように促す。 I ふしの山(ピーク)ζ注意するよ
うに促す。







































































展開(3)I 4.二つの声部が響きあう効果が生か 14.二つのグループρに分かれて合唱表 14.ふしのまとまりと，和声の動き，
されるように注意しながら，歌の気| 現の工夫ができるように 学習環境 i 二つの声部が響きあう効果に注意
持ちにふさわしい合唱表現を工夫す i を組み替える。 I しながら，合唱表現を工夫するよ
る。 うに課題を設定する。
98 鳴門教育大学惇報教育ジャーナル
学 習 活 動 Tlの指導上の留意点 T2の指導上の留意点
-二つのグループに分かれて二部合 I .電子キーボードを活用しながら， I 電子キーボードを活男しながら，



































まとめ I5.本時のまとめとして ピアノ伴奏 I5.本時の学習への取り組みの態度を I5.本時の学習で自分なりにとらえ
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